
公認内部監査人(CIA)
Part II／第1回

※アビタスCIA本講座講義資料のため、MUFG CIA受験対策講座の実施回と異なります。







CAEの役割や責任





CAEの役割と責任





リスクの高い対象に、監査エネルギーを注ぐ
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ボトムアップアプローチ

Key Point



トップダウンアプローチ









人・金・時間・技術

質的適切性(Quality)

量的十分性(Quantity)
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実施ガイド2030から抜粋
CAEは内部監査部門総体の知識、技能及びその他の能力の概観を

把握するために、入手可能であれば技能評価に関する文書をレ

ビューしてもよいし、従業員の業務遂行評価及び監査後のサーベイか

ら情報を収集してもよい。

Key Point
監査要員計画策定にあたり考慮すべきもの
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内部監査業務マニュアル

内部監査基本規程(Part1 Unit1-6)に記載

されないような実務的な詳細事項







外部専門家の利用
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「基準」2070 

外部専門家を利用しても、内部監査業務を

アウトソースしても、内部監査を効果・効率的

に維持する責任はCAEにある
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2200: 監査計画

2300: 現場作業

2400: 結果の伝達

2500: モニタリング
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リスクユニバース
組織体として直面すると考えられるリスク
を一覧化したもの

Key Point

リスクインベントリーに近いイメージと類推される









リスクベースの監査計画(中・長期計画)

基本方針
監査対象
部門

監査要員・
育成計画

新しい監査
領域

リスク評価







リスクベースの監査計画(年次計画)

監査資源
の決定

監査対象
部門

監査要員・
育成計画

年間予算の
決定

リスク評価





本日の論点

◆ CAEの役割と責任

◆ 監査計画

Chapter 1

◎ 3, 7, 8, 9, 11, 14 

◆ 監査リスクモデル

◆ 様々な監査業務



Key Point

アウトバウンド・ローテーション
監査人を他部署に派遣し、知識技能の習得の一環

として一時的にキャリアを積む

インバウンド・ローテーション
他部署の職員を内部監査部門に派遣し、知識技能

(G,RM,IC)の習得の一環として一時的にキャリアを

積む
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